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パネラーからの提案(敬称略、発言順)

」ECK会員が集まり易くする方策　植岡龍太郎
会報やインターネット、メールなどのメディアを通じ提供される情報をもとに、

四季折々の会合で直接の意見交換をしあっているか会員がひとりでも一回

でも多く参加できる機会を作るための方策について考えたい。

また、 」ECKの活性化と会員同志の親和感を増す-つの手段として、会員名

簿に本人写真と趣味、特技、 」 ECKを通じてしたいこと、今話しておきたいこと

を簡単に掲載することを提案する。

」ECKのために何ができますか?大平一昭
国外び舌躍する機会を期待して」ECKに参加した会員も少なくないと思うが、

現実には機会は少ない。期待と現実の売艶に戸惑う会員もいると思う。 」トFケネ

ディの就任演説の堕で「」ECKが何をしてくれるではなく、自分が」ECKの為に

何ができるかを問うてもらいたい。」を提案する。第一歩として、会員に」ECK行

事への参画、会報、ホームページへの原稿寄稿、企画・意見の提案をお願いする。

」ECK会員のポテンシャルを生かした新規活動案

北島博司
1神奈川県招聴海外技術研修員推薦及び受け入れの実績を生かして、大幡に

拡大する外国人労働者を人手不足に悩む中小企業とのマッチングの手助け

をする。これは法人会員の獲得にもつながる。

2中小企業の製品・技術の輸出・海外展開の橋渡し」lCA/中小企業・SDGs

ビジネス支援事業」lCS/」.Partner　法人会寅獲得にもつながる。

3助成金申請(単年度だけですが)」ECKの活動資金として、かながわ国際交流

財団、かながわボランタリー活動推進基金2「などの助成金を申請する。

実行可能な新規事業展開の議論を　鈴木良質
」ECKに入会したばがノであり、会の詳細については十分な掌握していない。
一般論として述べると会員数の増加と新規事業展開に関して実行可能な具

体的な議論が必要と考える。

国際協力の普及啓発活動における」巨CKの役割
(関東学院大学鰯学部提供講義、 「国際協力の現場」の総括を通して。 )

中泉拓也
1学生は、国際協力の重要性について十分理解できた。特に我が国の予算を

使っても国際協力をすべきである理由を考えようとしている点は大きい。

2 」ECK自身がSDGsについても十分貢献できていることがわかる。

3これらより、より体系的な科目としても対応可能。

日本と世界各国の間でのビジネス創出の支援を通じた、
民間ベースの国際協力の模索　小林〇

月旧市を基盤に、日亜ビジネスの起業を支援してきたNPO法人アジア起業

家村推進機構、 -般社団法人アジアサイエンスカフェ及び周辺には多くの外

国人起業家、インパウンドで日本でのビジネス展開を目指す外国人が集まって

おり、彼らのビジネス展開に」ECK会員の経験、ノウハウを活かし、適切なアド

バイス等を行う。また、海外進出や自重ビジネス展開を考える地域の中小企業

の相談にも応じる。

」iCA横浜センター市民参加協力課

課長　石亀敬治
帰国専門家は、開発途上国のよき理解者であり、

」 iCA事業において寅重な存在。大学での講座実

施など」 EC K設立後継続して国際協力の現場の経

験を発信する役割を担っていただいていることに

感謝。神奈Ii煤における国際協力事業の推進に

引き続き貢献することを期待。

横浜国立大学大学院国際社会科学研究院

教授　山崎圭一
横浜国立大学の学生大西さんの発言で始まっ

た横浜国立大学での」ECKによる「国際協力に関す

る講座」は、学生にとって非幣に魅力的であった。財

源の問題などもあったか、機会があれば再開した

い。講座では、国際協力の実際を知ること力泌要で、

使用データーの年代などを気にしない。

フェリス女学院大学国際交流学部
准教授　杉之原妻子

学生にとって、国際協力の現場の話は、有用で興

味深い。秋の授業に期待している。

注　杉之原先生の授業「国際交流への招待」の1

コマを頂き、 1 1月28日に内倉副理事長が講義する

予定。

横浜市青葉国際交流の会
理事長　五十川元

国際交流には、外国人に気軽に声を掛ける緩い

感触が重要と思う。高齢者だけができる緩い活動

もある。 」ECK会員による専門分野に限らない海外

経験の話を聞くことにより、 「高菜国際交流の会」な

どでの外国人支援および国際理解の促進強化する

ことが可能である。



は‘i支那’’と云う大きな文化圏に阻まれつつも、理解したつ

もりでいる、中央アジアではないでしょうか。

全盲の歌姫グルムさんの応援で、キルギス旅行の機会が

訪れました。

天山山脈群の西側に包含される彼の地は、気流より地形

が気候を支配しています。奔流する水の豊かな-方、山脈
-つ隔てて激しい乾燥地をもたらし、土質・礫層の違いから、

その場その場で山の安息角が違う姿に釘づげの造山活動

の激しい地域でした。イシクク湖岸に魅力ラコル市’iがありま

す。軽井沢の様な明媚な風景、べたべたの牛糞が路地いっ

ぱいに広がノ、野犬に追い立てられる穏やかな都市です。長

野とでも姉妹都市を結び、豊かな果樹を品種改良しロシア

へ輸出。喧行使が開通すればと夢も膨らみます。

此処に紹介したい2つの教会があります。

1つは漢民族でイスラム教に帰依し2へ3百年前から中国

の支配を逃れ住み着いた、 “ドンガン族iiの人々により建てら

れた木造のモスク寺院です。

此れまで中東やイランで見て来た石を素材に刻まれたイ

スラミックな文様とは違う、木に刻まれた漢族らしい精緻な

木工の日本の寺院にも通じる文様です。

カラコル　木造の聖堂

(此の教会は写真撮影ができませんので、戸外からの写

真です。インターネットで、キルギス・カラコルHoしy T「in-

ity Catherdra」で検索してご覧ください。 )

悪霊賢妻園

子二言∴圭





関東学院大学経済学部及び経営学部の共同開講講義科目

「国際協力の現場」は、平成27年度に始めて開講されてから本

年で4年目を迎え、秋学期の30年9月24目から開講することに

なりました。

」ECKは、横浜国立大学経済学部の正規授業として平成21
へ23年度の足かけ3年に亘る特殊講義「日本の国際協力」が実

施されました。その時の積み重ねた経験・実績が評価された結

果、関東学院大学における本講義科目の受託につながったも

のと考えています。

また、本講義科目の開講が4年目を迎えることができたのは、

講義を担当された方々の開発途上国での活動実績に加えて、

講義に対する純粋な使命感と熱い情熱が学生に伝わり理解さ

平成3〇年度「国際協力の現場」日程表

れたことからか、本講義が学生に好評で、開講初年時から毎年

受講生が増え続けて平成29年度には、約1 70名の学生が受講

しました。それに加えて、大学からも高い評価を頂きました。こ

のような背景から、 4年目を迎えられたと受け止めています。

本年度は、講義担当者1与名のうち与名の方が初めて担当さ

れることになりました。その結果、講義の分野にも更に広がり

が認められ、 「国際協力の現場」としてより充実したものになっ

たと思っています。

次年度の開講については、未定でありますが継続与年目を迎

えることが出来るように対応したいと思います。更に、今回の関

東学院大学における実績が」ECKの次の教育事業に繋がるこ

とを期待しています。

回数 們�郢?｢�担当者 �6X�ｸ7ﾒ�

1 祷ﾈ�#I?｢�石亀敬治 ��

2 ���ﾈ��?｢�植田寵太邸 ��

3 ���ﾈ繪?｢�中之囲賢治 ��

4 ���ﾈ��Y?｢�菊池正夫 ��

う ���ﾈ�#)?｢�思田源一郎 ��

6 ���ﾈ�#�?｢�上田黒葛 ��

7 ���ﾈ��)?｢�鈴木良賃 ��

8 ���ﾈ���?｢�石井信行 ��

9 ���ﾈ�#i?｢�倉内伸幸 ��

10 ��(ﾈ�9?｢�北島博司 ��

11 ��(ﾈ���?｢�吉田博至 ��

12 ��(ﾈ��y?｢�内倉和撞 ��

13 ��(ﾈ�#I?｢�田中秀幸 ��

14 ��ﾈ繦?｢�舶読博通 ��

1与 ��ﾈ�#�?｢�福田信一郎 ��

董英語教育振興会の協賛を得て、 」 ECK主催で横浜桜木町

近くの横浜市市民活動支援センター(クリーンセンター4
階)で本年与月8目より、 「大人の想いだし英会話教室」をス

タートしました。この教育内容は同教育振興会が吟味、熟成

したもので「米澤メソッド」という動詞を主体として実践会話

が早期に可能となる特色ある手法を採用しています。つま

り従来の「読む、書く、聞く、話す」の順番を変えて、 「聞く、話

す、読む、書く」の順で英語が楽しく身につく方法で、特に「大

人の想いだし英会話」では「聞く、話す」に重点を置きます。

東京では杉並区を中l亡白こ既に7クラスが開講していて、横浜

は8番目の開講となります。横浜では萩原豊子先生(」ECK

会員)が毎週火曜日1 0時から講師を担当、受講生は現在7

さらに、 「国際協力の第一歩」を旗印として今後、横浜各地

区、神奈川各地域に「米澤メソッド英会話教室」を拡大してい

く考えでありますが、各地区担当の先生候捕(講師養成講

座受講が必要)の募集、各地区の受講生募集が今後の課題

となります。」ECK会員、関係各位におかれましては、講師募

集、受講生募集に是非ともご協力をお願いいたします。
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